
活動内容と成果
五輪競技の体験会及びエキシビジョン大会を通じ
て、海、砂浜、風、漁業のことを学ぶイベントを開催
し、1人でも簡単に始めることのできる環境保全活動
の普及を目的とし、ただ関心を持つだけでなく、実践
する一歩を踏み出す機会に。
また同時に、海中の水産資源を守ることの大切さや
その水産資源が海を浄化しているということを知る
海上漁業の体験イベントを実施。
結果、地域の子どもたちを中心に、自発的にマリンス
ポーツをしたら海岸清掃という習慣が発生し、将来
の大きなムーブメントの第一歩ではないかと考えて
いる。

活動内容と成果
●�本地域のサンゴ礁733haと農地663haを対象に
活動した
●�調査は、5月は研究者及び地域住民とともに行い、
9月は地域外のボランティアと行った
●�海域では、30地点を船で周り、海底の赤土を収集
し、その堆積量を計測した
●�陸域では、赤土流出量の軽減のために農地周辺に
施されたグリーンベルト対策の効果測定を行った
●�地域外からボランティア8人を募集し、研究者の指
導を得ながら調査や地域との交流を行う機会を創
出した。参加者は、活動を通じてサンゴ礁の価値や
保全対策を学んだ

課　題
東京五輪セーリング競技開催予定地の江の島は、地
元外からの観光客、海利用者、マリンスポーツ利用者
が急増し、利用調整、海岸、砂浜環境、風紀の悪化が
深刻化している。

目　標
地元住民たちが中心となって、問題解決と、海外から
東京五輪をめざしてやって来る人たちに、環境を大
切にした、美しい街江の島を印象付けるための枠組
みを作る。

課　題
西表石垣国立公園白保海域公園地区のサンゴ礁は、
気候変動や営農活動に伴う赤土の海洋流出などの影
響により、劣化が進んでいる。

目　標
研究者、地域内外のNPOや市民が連携し、野外調査
や保全活動を通じてサンゴ礁の価値を再認識し、陸
から海に流入する赤土を最小限に抑え、サンゴ礁の
生息域を保全する。

（一社）　日本海洋教育スポーツ振興協会

（認特）　アースウォッチ・ジャパン

東京五輪セーリング会場の海岸環境と地域住民と漁
業者をセーリングとゴミ拾いでつなぐ『えのしま渚
連絡会』が開催する「江の島エコプロジェクト2019」

石垣島白保サンゴ礁保全調査プロジェクト

マリンスポーツの終わりに海岸清掃

白保地域の住民と交流するボランティア

漁師さんにワカメの種付けを教わ
る

サンゴ礁の堆積土砂を採集する
ボランティア
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特別助成
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海岸清掃参加者 1,068 人

調査の延べ参加者数 74 人

イベント参加者 145 人

海域での調査地点数 60 地点

今年度計画の達成度 100 ％

今年度計画の達成度 80 ％

目標達成度 70 ％

目標達成度 70 ％

苦労した点と工夫した点

苦労した点と工夫した点

■苦労した点
台風とオリンピック関連の大会等の
開催の影響で、日程等の調整と参加
者募集に苦労した。

■工夫した点
目的意識を持ち海岸清掃を行うた
め、漁業体験やイベント後に清掃を
実施し、自発的な意識付けを行った。

■苦労した点
潮や天候などの自然条件、多岐にわ
たる関係者や地元行事の予定など、
活動の推進にあたり考慮すべき事項
が多く、調整に苦労した。

■工夫した点
5月は研究者の指導補佐を現地住民
組織が行い、8月に現地住民組織が
指導できるよう工夫した。

2020年度も活動を継続し、スポーツと海岸清掃そして地元漁業者からさらなる協
力を得られるような枠組みと事業を創出するため、今後も海の環境や生き物を知
ることができる漁業体験を組み合わせた事業を展開する。

海域に農地から流出する赤土を抑制するために、すでに協力関係のある農家がイ
ンフルエンサーとなり、グリーンベルト対策を多様な農家に拡大する取組みを
行っていきたい。
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